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資
料
研
究

戦
時
下
の
朝
鮮
人
炭
鉱
労
働
の
実
態

市

原

博

は
じ
め
に

料

で
あ

る

。

戦
時
期
の
日
本
の
炭
鉱
労
働
力
編
成
を
特
徴

づ
け
た
の
は
、
大
量
の
朝
鮮
人
労
働

者
の
導
入
と
著
し
い
ダ
イ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
で
あ

っ
た
。
本
稿
は
部
分
的
に
残

存
す
る
会
社
資
料
の
紹
介
を
通
じ
て
、
戦
時
期

の
石
炭
生
産
を
支
え
た
朝
鮮
人
労
働

者
の
炭
鉱
労
働

の

一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に

関
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
著
作
が
も
の
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
当
事

者
か
ら
の
聴
き
取
り
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
著
作
を
通
じ
て
戦
時
期
の

朝
鮮
人
の
強
制
連
行

・
炭
鉱
労
働
の
実
態
の
解
明
が
進
ん
で
来
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
日
本
人
関
係
者
と
朝
鮮
人
当
事
者
の
証
言
内
容
に
食
い

違
い
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
事
実
を
確
定
す
る
上

で
聴
き
取
り
と
い
う
方
法
が
か
か
え

込
ま
ざ
る
を
え
な
い
困
難
も
明
ら
か
に
な

っ
て
来
て
い
る
。
残
存
し
て
い
る
会
社
資

料
の
発
掘

・
分
析
を
通
し
て
、
朝
鮮
人
に
対
す

る
労
務
管
理
の
実
態
、
そ
し
て
朝
鮮

人
労
働
者
た
ち
の
労
働

・
生
活

の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
作
業

の

一
環
と
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
い

る
。本

稿

で
紹
介
す
る
の
は
、
住
友
鉱
業
歌
志

内
礦
業

部

の
朝
鮮
人
労
働
者
関
係
資

ω

募
集

一
九
三
九
年
に
朝
鮮
人
の
集
団
募
集
が
認
め
ら
れ
る
と
、
住
友
鉱
業
歌
志
内
礦
業

部

で
も
朝
鮮
人
労
働
者
の
本
格
的
な
導
入
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
に
係
員

を
派
遣
し
て
募
集
に
従
事
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
募
集
活
動

の
実
態
は
、

『半
島
礦
員
募
集
関
係
書
類
』

(
一
九
四
〇
年
)
に
生
々
し
く
示
さ
れ

て
い
る
。

こ

れ
は
、
朝
鮮
現
地
で
の
募
集
従
事
者
と
山
元
の
課
長
と
の
間
の
往
復
文
書
類
を
綴

っ

た
も
の
で
あ
り
、
資
料
的
価
値
の
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
小
沢
有

作
編

『
近
代
民
衆
の
記
録
10
、
在
日
朝
鮮
人
』

(
一
九
七
八
年
、
新
人
物
往
来
社
)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
た
だ
、
朝
鮮

で
の
募
集
が
煩

雑
な
許
認
可
事
務
を
伴

っ
た
こ
と
、
募
集
と
言
い
な
が
ら
そ
れ
が
朝
鮮
現
地
の
行
政

機
構
に
全
面
的
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
現
地
の
官
吏
に
対
す

る
多
額
の
工
作
資
金
が
必
要
だ

っ
た
こ
と
が
こ
の
資
料
に
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
現
地
官
吏

へ
の
工
作
に
係

っ
て
、
住
友
鉱
業

忠
隈
礦
業

部
か
ら
歌
志
内
礦
業

部
へ
あ
て
た

一
九
四
〇
年
七
月
二
七
日
付
の
次
の
よ

う
な
文
書
が
残

っ
て
い
る
。
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「去
ル
七
月
八
日
朝
鮮
出
張
中
り
貴
部
武
岡
労
務
係
員
、
三
井
山
野
大
和
労
務
係

員
、
弊
部
宮
下
労
務
係
員
三
者
共
同
ニ
テ
慶
尚
北
道
社
会
課
労
務
担
任
佐
々
木
属

地
方
課
大
塚
書
記

(元
社
会
課
労
務
担
任
)
ト
事
務
打
合
セ
ノ
際
会
食
シ
タ
ル
費

用
別
紙
領
収
証
写
ノ
通
リ
相
要
居
候
処
之
ガ
貴
部
負
担
額
本
店
経
由
附
替
候
間
右

御
案
内
勇
々
得
貴
意
候
也

記

金
参
拾
四
円
七
拾
八
銭
也

但
貴
部
負
担
額

記

一
金
百
四
円
参
拾
参
銭
也

内
訳

一
金
参
拾
円
也

一
金
武
拾
五
円
五
拾
銭
也

一
金
参
円
也

一
金
九
拾
銭
也

一
金
六
拾
銭
也

一
金
七
円
八
拾
銭
也

一
金
七
円
八
拾
銭
也

一
金
七
円
八
拾
銭
也

一
金
七
円
武
銭
也

一
金
八
円
九
拾
壼
銭
也

一
金
五
円
也

メ
百
四
円
参
拾
参
銭
也

右
之
通
り
領
収
候
也

御
料
理

御

酒

ビ
ー
ル

サ
イ
ダ
ー

タ
バ
コ

扇
太
郎

玉

栄

玉

若

花
代
税

飲
食
税

サ
ー
ビ
ス
代

七
月
十
二
日

大
邸
府
松
上
町

働

よ
し
乃
」

現
地
官
吏
に
対
す
る
饗
応
の

一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

初
期

の
募
集
に
応
じ
た
朝
鮮
人
の
性
格
は
、

一
九
四
〇
年
八
月

一
五
日
付

の

「
移

③

住
朝
鮮
人
労
働
者

二
関

ス
ル
調
査
概
要
」
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
朝
鮮
人

労
働
者

の
性
格
に
関
す
る
部
分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
1
移
住
労
働
者
ノ
総
数

(七
月
末
日
現
在
)

五
〇

一
名

2
出

ノ
.U

立
身
地
別

全
羅
南
道

人

員

五
〇

一
名

摘

要

潭
陽
郡
二
五
〇
名

威
平
郡
二
五

一
名

3
年
齢
ノ
構
成

年

齢

二
十
才
未
満

二
十
才
以
上

二
十
五
才
未
満

二
十
五
才
以
上

三
十
才
未
満

三
十
才
以
上

三
十
五
才
未
満

三
十
五
才
以
上

四
十
才
未
満

四
十
才
以
上

合

計

人

員
一
五
名

一
四
七

一
六
〇

一
〇

一

四

一

三
七

五
〇

一

総
人
員

二
対
ス
ル
割
合

二

、
九

九

%

二
九

、

三

四

三

一
、

三

八

二
〇

、

一
六

八

、
〇

六

七

、

二

一二

一
〇

〇
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4
妻
帯
及
独
身
ノ
割
合

妻
帯
者

三
二
五
名

独
身
者

一
七
六
名

5
教
育
ノ
程
度

六
四
、
八
七
%

三
五
、
〇
四
%

教
育
ノ
程
度

中
等
学
校
卒
業
程
度

小
学
校
卒
業
程
度

小
学
校
中
途
退
学

文
盲
者

合
計

人

員一
名

四
七

一
四

四
三
九

五
〇

一

総
人
員
二
対
ス
ル
割
合

、

九

、
二
、

八

七

、

二
〇
%

二
二

七
三

六
二

6
国
語

(日
用
語
)
解
否
ノ
割
合

国
語
解
否
ノ
程
度

国
語

(
日
用
ご
)

〃〃

二
精
通
ス
ル
者

ヲ
稻
解
ス
ル
者

ヲ
全
ク
解
セ
ザ
ル
者

合
計

人

員
二

一
名

二

一
五

二
六
五

五
〇

一

総
人
員
二
対
ス
ル
割
合

四

、

一
二

%

四

二

、

一
六

五

二

、

一
四

こ
こ
に
明
ら
か
な
如
く
、
初
期
の
募
集
に
応
じ
た
の
は
、
主
に
二
〇
才
か
ら
三
五

才
ま
で
の
最
も
体
力
の
あ
る
年
頃
の
者
で
教
育
を
受
け
た
経
験
が
な
く
、
日
本
語
も

ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
よ
う
な
人
々
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
比
較
的
妻
帯
者
が
多

か

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
農
民
で
あ

っ
た
。
潭
陽
郡
出
身
の

一

五
〇
名
を
記
載
し
た

「朝
鮮
人
労
働
者
名
簿
」
と
、
威
平
郡
出
身
の

一
一
一
名
を
記

④

載
し
た

「上
歌
第
三
次
半
島
礦
員
名
簿
」
が
残

さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
で
は
、
自
転

車
修
繕
業

一
名
、
日
稼

一
名
を
除
く

一
四
八
名
が
前
職
農
業
と
さ
れ
て
お
り
、
後

者
で
は
、
日
稼
四
名
以
外
は
全
員
が
前
職
農
業
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②

朝
鮮
人
労
働
者
に
対
す
る
会
社
側
の
対
応

多
数
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
使
役
を
前
に
し
て
、
会
社
側
は
様
々
な
労
務
問
題
の
発

生
を
予
想
し
、
そ
の
管
理
方
法
の
検
討
を
行

っ
た
。
上
歌
志
内
炭
礦

の
労
務
担
当
者

⑤

村
井

一
良
あ
て

一
九
三
九
年

一
二
月

一
四
日
付

「
半
島
人
取
扱
方
懸
案
事
項
」
は
、

会
社
側
の
関
心
の
所
在
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
次
の
事
項
を
懸

案
事
項
と
し
て
考
究
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

「
一
、

一
般
的
事
項

A
、
家
族
呼
寄
ノ
コ
ト

三
ケ
月
ノ
訓
練
期
間

ヲ
経
過
ス
レ
バ
家
族

ヲ
呼
寄
セ
ル
コ
ト
二
ナ
ッ
テ
居
ル
ガ

当
局
ノ
方
針
デ
ハ
妻

ハ
呼
寄
セ
ル
モ
父
、
母
、
子

ハ
現
在
朝
鮮

二
於
テ
本
人
稼

働
中

ノ
モ
ノ
及
扶
養
者
ノ
ア
ル
モ
ノ
ハ
呼
寄
セ
ヌ
コ
ト
二
ナ

ッ
テ
居
ル

(中
略
)

懸
案①

鉱
員
社
宅

ハ
間

二
合
フ
カ
ド
ウ
カ

②
家
庭
用
品

ハ
間

二
合
フ
カ
ド
ウ
カ

③
家
族
ノ
輸
送

ハ
海
陸
何
レ
ト
ス
ル
カ

④
家
族
ノ
旅
費

ハ
支
給
ス
ル
ヤ
本
人
負
担
ト
ス
ル
カ

⑤
内
鮮
雑
居
ト
シ
テ
部
落
内

二
適
宜
分
散
ス
ル
カ

右
諸
問
題

ハ
他
社
ト
ノ
権
衝
モ
ア
ル
ノ
デ
何
レ
大
体
ノ
方
針

ハ
決
定

ス
ル
ダ
ロ

ウ
ガ差

当
リ
仮
令
所
定
訓
練
期
間
ガ
済

ン
デ
モ
丁
度
厳
寒
ノ
季
期
デ
モ
ア
ル
タ
メ

来
住
ス
ル
家
族
ガ
慣

レ
ヌ
土
地

二
来

テ
然
モ
激
甚

ナ
気
候
ノ
変
化

二
甚

へ
得
ナ

一血一



イ
ダ

ロ
ウ
カ
ラ
今
暫
ク
辛
棒
シ
テ
来
春
融
雪
シ
テ
カ
ラ
ガ
良
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ

ト
考

ヘ
ラ
レ
ル

B
、
賃
金
補
償
ノ
コ
ト

募
集
条
件

二
ハ

「坑
内
夫
丁
年
以
上
ノ
モ
ノ
二
円
以
上
」
ト
ア
ル
ノ
デ
訓
練
期

間
中

ハ
特
別

二
二
円
ヲ
補
償

シ
タ

懸
案④

訓
練
期
間
ヲ
過
ギ
テ
モ
二
円
○
○

ヲ
補
償
ス
ル
カ
ド
ウ
カ

②
右
期
間
後

ハ
純
然
タ
ル
請
負
ト
シ
テ
補
償
ナ
シ
ト
ス
ル
ヤ

大
体

ハ
訓
練
期
間
三
ケ
月
モ
経
過
シ
普
通

二
就
労
ス
レ
バ
特
別
ノ
事
情
ノ
ナ
イ

限
リ
右
金
額
以
上
ト
ナ
ル
筈
デ
ア
ル
カ

ラ
先
ヅ
心
配
ナ
イ
ノ
デ

ハ
ナ
イ
カ
但
シ

特
殊
事
情
ノ
モ
ノ
ガ
ア
レ
バ
箇
々
二
考

ヘ
ネ
バ
ナ
ル
マ
イ
ト
思
フ
内
地
人
デ
モ

募
集

二
ハ
二
円
内
外
ト
唱

ツ
テ
ア
ル
ガ
大
体
二
円
以
上
ノ
見
当

ニ
ハ
ナ
ッ
テ
居

ル
ノ
デ
建
前
ト
シ
テ
内
地
人
ト
差
別
セ

ヌ
ヤ
ウ
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
カ
ラ
先
ズ
普

通

二
取
扱

ツ
テ
良
イ
カ
ト
思

バ
レ
ル

C
、
朝
鮮
料
理
屋
ノ
コ
ト

訓
練
期
間
中
デ
ア
ル
カ
ラ
皆
辛
棒

シ
テ
ヲ
ル
ガ
同
期
間
終
了
后
モ
暫
ク

ハ
家
族

ガ
呼
べ
ヌ
ト
ナ
ラ
バ
本
件

ヲ
考

ヘ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ

大
体
其
筋
デ
ハ
許
可
方
針
デ
ア
ル

懸
案①

此

ノ
方
面

二
ッ
キ
現
場
又

ハ
寮

二
於

テ
注
目
ス
ベ
キ
話

ヲ
聞
知
セ
ラ
レ
ザ

リ
シ
ヤ

②
具
体
的
方
法

二
ツ
キ
御
考

ヘ
ナ
キ

ヤ

二
、
班
長
に
関
ス
ル
事
項

班
長
制
度

ハ
輸
送
途
中
及
訓
練
期
間
中

二
於
テ
必
要
ヲ
感
ジ
暫
定
的

二
設
ケ
タ

制
度
デ
ア
ッ
テ

一
般
ガ
内
地

二
同
化
シ
タ
ナ
ラ
不
必
要
ト
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル

処
ガ
此
度
来
鉱
ノ
班
長

ハ
朝
鮮
デ
所
謂
什
長
デ
ア
ッ
タ
モ
ノ
ガ
多
イ
ノ
デ
兎
角

稼
働

二
ハ
不
適
当
デ
ア
ル

元
来
什
長
制
度

ハ
朝
鮮
デ

ハ
一
種
ノ
社
会
的
階
級
化
シ
タ
慣
行
ガ
ア
ツ
テ
労
働

者

ハ
子
供
ノ
時
カ
ラ
労
働

二
従
事
シ
労
働
者
ト
シ
テ
生
立

ッ
ノ
デ
ア
ッ
テ
什
長

ト
カ

「
ヤ
ン
パ
ン
」
ト
カ
称
ス
ル
階
級

ハ
全
然
稼
働
ス
ル
ノ
デ
ナ
ク
労
働
者

ヲ

監
督
使
役

ス
ル
智
識
階
級
デ
ア
ル
又
普
通

二
コ
ノ
什
長
ト
カ

「
ヤ
ン
パ
ン
」

ニ

ハ
労
働
者

ハ
充
分
服
従
シ
テ
ヲ
ル

今
度
ノ
募
集

二
ハ
稼
働
者
ノ
ミ
ヲ
募
集
ス
ル
積
リ
デ
ア
ツ
タ
ガ
期
間
ガ
短
日
時

デ
ア
ツ
タ
関
係
モ
ア
リ
内
地
語
ヲ
解
ス
ル
者
ヲ
必
要
ト
シ
タ
為
メ
ニ
不
止
得
什

長
級

ノ
モ
ノ
ガ
混
入
シ
テ
来
タ
訳
デ
ア
ツ
テ
現
在
迄

ハ
当
方
ノ
慣
行
上
是
非
共

彼
等

モ
稼
働
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
言
ヒ
聞
セ
テ
納
得
ノ
上
就
労
シ
テ
ヲ
ル
次
第
デ

ア
ル
ガ
何

レ
ハ
礪
員
ト
シ
テ
立
チ
得
ナ
イ
モ
ノ
ガ
出
来
ル
ダ

ロ
ウ

懸
案①

近
キ
将
来

ヲ
見
透
シ
テ
之
等
班
長
ヲ
如
何

二
取
扱

フ
カ

②
班
長
ヲ
罷

メ
サ
セ
タ
時
班
長
手
当
ヲ
如
何

二
措
置

ス
ベ
キ
カ

三
、
其
他
ノ
事
項

半
島
人

二
関
ス
ル
問
題
デ
何
事
デ
モ
オ
気
付
ノ
点
委
細
御
照
会
相
成
度

こ
の
書
類
に
は
、

A
の
懸
案
②
に
対
し
て

「
ス
ト
ー
ブ
類
」
、
同
③
に
対
し
て

「
陸
ヲ
好
ム
」

同
④
に
対
し
て

「支
給
止
ム
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
、
同
⑤
に
対
し
て

「
分

散
」
、
B
の
懸
案
②
に
対
し
て

「良
」
、
C
の
懸
案
②
に
対
し
て

「
前
以
テ
現
地
交

渉
ノ
上
、
引
率
」
と
手
書
き
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
妻
帯
者
が

多
数
な
の
を
反
映
し
て
家
族
呼
寄
に
伴
う
経
費
負
担
や
そ
の
受
入
態
勢
の
問
題
、
募

集
の
際
に
雇
用
条
件
と
し
て
示
し
た
賃
金
額
と
実
際

の
賃
金
支
給
と
の
食
い
違
い
の

一〇2一



問
題
、
さ
ら
に
朝
鮮
人
労
働
者
の
性
欲
の
処
理
や
引
率
の
際
利
用
し
た

「
ヤ
ン
パ
ン
」

た
ち
の
取
扱
方
法
が
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
他
に
も

多
く
の
事
項
が
検
討
を
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

来
鉱
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
を
会
社
側
が
ど

の
よ
う
に
取
り
扱

っ
た
か
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
ま
と
ま

っ
た
資
料
と
し
て
は
、

一
九

四
〇
年
八
月

一
五
日
付
の

「移
住
朝

鮮
人
労
働
者

二
関

ス
ル
調
査
概
要
」
と
、
同
月
二
五
日
付

の

「半
島
人
労
務
者
ノ
指

導
訓
育
調
査
」
調

あ
る
・
後
者
は
・
日
本
鉱
山
協
会
資
料
第
七
十
八
輯

『半
島
人
労

務
者

二
関

ス
ル
調
査
報
告
』

(
一
九
四
〇
年
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歌
志
内
炭
礦

の

箇
所
と
同
文
な
の
で
、
こ
こ
で
は
前
者
を
中
心
に
、
若
干
の
断
片
的
な
資
料
を
ま
じ

え
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
九
三
九
年
に
集
団
募
集
が
開
始
さ
れ
、

一
九
四
〇
年
二
月
末
ま
で
に
歌
志
内
磧

㎝

業
部
は
五
九
六
名
の
朝
鮮
人
を
雇
い
入
れ
、
そ
の
内

一
四
名
に
逃
走
さ
れ
て
い
た
。

前
掲
の
よ
う
に
、
同
年
七
月
末
に
在
籍
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
は
五
〇

一
名
で
あ
り
、

内
鮮
別
収
得
賃
金

一
日
当

内
鮮
別

最

高

最

低

平

均

半

島

人

五
、
九
九

○
、
六
二

二
、
三
〇

内

地

人

六

、
八
七

、
○
○

三
、
四
〇

内
鮮
別
収
得
賃
金

一
月
当

内
鮮
人

最

高

最

低

合

計

半

島

人

=
二
〇
、
○
○

一
五

、

一一=

五
二
、
五
六

内

地

人

二
〇
二
、
○
○

一
六

、

三
六

七
五
、
○
○

一
九
四
〇
年
度
の
募
集
応
募
者
の
着
山
は
こ
の
あ
と
だ

っ
た
の
で
、
こ
の
五
カ
月
間

に
八

一
人
、
全
体
の
約

一
四
%
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
が
受
け
取

っ
た
賃

金
額
は
上
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

雇
用
条
件
に
示
さ
れ
た

一
日
二
円
以
上

と
い
う
基
準
は
平
均
額
で
は
満
た
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
能
率
の
差
を
反
映

し
て
賃
金
額
に
か
な
り
の
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、

一
日
二
円
以
下
の
賃
金
し
か
受
け
取

れ
な
か
っ
た
人
々
が
か
な
り
い
た
こ
と
、
日
本
人
鉱
夫
の
賃
金
に
対
比
す
る
と

一
日

当
り
で
も

一
月
当
り
で
も
平
均
三
割
程
度
少
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
人
鉱

夫
と
の
間
の
こ
の
賃
金
格
差
を
民
族
差
別
を
反
映
し
た
も
の
と
簡
単
に
考
え
て
は
な

ら
な
い
。
朝
鮮
人
労
働
者
の

「
稼
働
ノ
状
況
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「半
島
人
礦
員

ハ
入
坑
率

(平
均
八
十
九
%
、
内
地
人
平
均
八
十
%
)
ト
健
康
状

態
頗
ル
良
好
ナ
ル
ト
二
鑑
ミ
坑
内
稼
働
者

ト
シ
テ
ハ
最
適
ナ
ル
モ
ノ
ト
思
考
セ
ラ

レ
得
ル
モ
稼
働
率

ハ
言
語
ノ
通
ゼ
ザ
ル
為

メ
ト
技
能
ノ
未
熟
ナ
ル
為
メ
ニ
内
地
人

ト
比
較
ス
ル
二
目
下
内
地
人

一
二
対

シ
テ
○
、
七
ナ
ル
比
率
ヲ
示
セ
リ
」

前
掲
の
よ
う
に
訓
練
期
間
終
了
後
賃
金
は
専
ら

「請
負
」
形
式
で
能
率
に
よ
り
決

定
さ
れ
た
の
で
、
前
述
の
賃
金
格
差
は
右
の
能
率
格
差
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
だ
っ

⑧

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
賃
金
面

で
の
差
別
の
有
無
に
つ
い
て
は

⑨

よ
り
慎
重
な
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

一
カ
月
平
均
収
得
賃
金
額
を

一
日
当

平
均
賃
金
で
割
る
と
、
朝
鮮
人
は
約
二
三
日
分
、
日
本
人
は
約
二
二
日
分
と
な
る
。

こ
れ
は
朝
鮮
人
の
方
が
若
干
入
坑
率
が
よ
い
と

い
う
右

の
記
述
を
裏
づ
け
る
も
の
で

あ
る
。

右
の
賃
金
の
か
な
り
の
部
分
は
、
次

の
よ
う
に
貯
金
も
し
く
は
送
金
さ
せ
ら
れ
た
。

「
貯
金
及
送
金

二
対

シ
テ
ハ
極
力
之

ヲ
督
励

シ
特

二
扶
養
家
族
ヲ
有
ス
ル
者

二
対

シ
テ
ハ
出
来
得
ル
限
リ
送
金

セ
シ
ム
、
貯
金

ハ
規
約
貯
金

ト
シ
テ
収
入

(稼
賃
金
、

臨
時
手
当
、
勤
労
手
当
)
ノ
五
%
ヲ
毎
月
差
引
ク
コ
ト
ヲ
原
則
ト
シ
尚
余
裕
ノ
ア
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ル
者

二
ハ
奨
励
シ
テ
貯
金
セ
シ
ム
送
金

ハ
寮
長

二
テ
取
纒
メ
為
替

二
テ
現
地

二
発

送
ス
現
在

マ
デ

ニ
於

テ
貯
金
高

ハ
月
額
最
高
百
円
最
低

一
円

二
シ
テ
送
金

ハ
月
額

㎝

最
高
百
円
最
低
五
円
ナ
リ
」

右
の
叙
述
か
ら
す
る
と
、
郷
里

へ
の
送
金

は
、
寮
長
が
賃
金
中
よ
り
強
制
的
に
天

引
き
し
為
替
に
し
て
現
地
の
行
政
官
吏
に
送

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
は
た

し
て
家
族
の
下
に
間
違
い
な
く
届
け
ら
れ
た
か
は
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
。

来
鉱
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
の
住
宅
に
つ
い
て
は
左
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い

る
。「

上
歌
志
内
磧

二
於
テ
ハ
旧
内
地
人
ノ
寮

ヲ
改
造
シ
テ
宿
舎

二
備

へ
一
室
ノ
収
容

人
員
八
名
乃
至
十
二
名
ナ
リ
別

二
二
棟

(
六
戸
建
)
礦
員
社
宅
ヲ
改
造
シ
テ
住
宅

ト
定
メ
移
住
セ
シ
家
族
ヲ
収
容
セ
リ

歌
志
内
磧

二
於
テ
ハ
二
階
付
六
戸
建
社
宅
六
棟

ヲ
改
造
シ
テ
宿
舎

二
当
テ

一
室
五

名
宛
収
容
セ
リ
、
別

二
移
住
セ
シ
家
族

ハ
二
階
付
六
戸
建
社
宅

一
棟

二
収
容
セ
リ

新
歌
志
内
磯

二
於
テ
ハ
旧
礦
員
社
宅

一
棟

ヲ
改
造

シ
テ
宿
舎

二
当
テ

一
室
十
名
宛

収
容
セ
リ
移
住
セ
シ
家
族

二
対

シ
テ
ハ
別

二
礦
員
社
宅

一
棟

(六
戸
建
)

二
収
容

セ
リ
」

鉱
夫
社
宅
や
独
身
寮
を
改
造
し
、
お
そ
ら
く
部
屋
を
拡
張
し
て
単
身
者
を
収
容
し
、

家
族
を
呼
び
寄
せ
同
居
す
る
者
は
鉱
夫
社
宅

に
そ
の
ま
ま
収
容
し
た
こ
ど
が
分
か
る
。

qD

上
歌
志
内
炭
礦

の
朝
鮮
人
寮

(親
和
寮
)
の
見
取
り
図
で
を
見
る
と
、
寮
と
言

っ
て

も
建
物
は

一
つ
で
は
な
く
本
館
と
そ
の
他

の
宿
舎

に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
周
囲
を
柵
ら
し
き
も
の
で
囲
み
、
出
入

口
は

一
カ
所
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
家
族
と
同
居
し
て
い
た
者
た
ち
も
こ
の
柵
の
中
に
居
住
し
て
い
た

も

の
と
思
わ
れ
る
。

班 長係 員副寮長寮 長在籍半島
人 員 数

6

5

2

13人

1

2

1

4人

1

1

2人

1

1

1

3人

232

249

50

531人

上 歌

歌 磯

新 歌

計

内地人係員一人ニツキ半島従業員59.1人
⑰

寮ノ世話方全員二ッキ24.1人

 

(伍
長
)
が
入
寮
者
を
監
督
す
る
と
い
う
制
度
に
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

歌
志
内
炭
礦

親
和
寮
の

「
半
島
員
現
場
別
名
簿
」
よ
り
作
成
し
た
左
表
に
よ
れ
ば
、

寮
の
各
室
は
ほ
ぼ
同
郷
者
に
よ
り
占
あ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
管
理
上
同
郷

者
を
同
じ
部
屋
に
す
る
の
が
有
効
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

着
山
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
は
、
最
初
の
三
カ
月
間
は
家
族
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が

G5

で
き
ず
、
厳
し
い
訓
練
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の

「訓
練
指
導
案
」
は
次

の
よ
う

な
も
の
で
あ

っ
た
。

各
礦

の
朝
鮮
人
寮

の
役
員
は
上
の
表

の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
上
歌
志
内
炭
礦

に
つ
い
て

は
、

一
九
四
〇
年
八
月
六
日
開
催
の
本

社
第

一
回
労
務
連
絡
打
合
会
で
次
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「本
年
学
校
出

ノ
職
員
ト
半
島
人
ノ
警

察
官
出
身

一
、
及
内
地
人
警
察
官
出
身

者

一
人
伍
長
(元
ノ
班
長
)ー
訓
練
期
間㎝

三
十
日
経
過
后
之
ヲ
使
フ
六
人
ア
リ
」

こ
れ
と
前
表
の
注
記
よ
り
考
え
る
と
、

日
本
人

の
上
級
職
員
が
寮
長
に
な
り
、

朝
鮮
人
、
日
本
人
の
警
察
官
出
身
者
各

一
名
が
そ
れ
ぞ
れ
副
寮
長
、
係
員
と
な

っ

て
寮
長
を
補
佐
し
、
そ
の
下
で
朝
鮮
人

労
働
者

の
中
か
ら
任
命

さ
れ
た
班

長上

α⑪

一
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出身面(人)室番号

南面1

龍面2

大徳5水 北1

南面10

水北9

水北8

龍面5

鳳山9

昌平5

昌平10

武貞10

金城11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

「
(
一
)
坑
外
訓
練

一
、
訓
練
期
間

一
週
間

一
、
人
員
編
成

到
着
ノ
日
ヨ
リ
第
三

日
目
ノ
入
所
式
挙
行

二
先
立

チ
坑
内
各
区
域

ノ

現
場
別

ノ
人
員
編

成

二
基

キ
坑
内
係
立
合

ノ
上

ニ
テ

人
員
編
成
ヲ
行
フ

ω
先
山

ヲ
坑

内
区
域

ノ
現

場
指
導
員
二
当
ツ

回
先
山

ノ
指
導
員
任
命

二
際
シ
テ
ハ
辞
令

ヲ
交
付
シ
テ
其
ノ
職
責

ヲ
完

フ
ス
ル

様

二
注
意

ヲ
与

フ

㈲
指
導
員
ト
シ
テ
ノ
先
山

ハ
訓
練
期
間
中
訓
練
所
ヲ
屡
々
訪
問
セ
シ
メ
班
員
ト

融
和
親
睦

ヲ
計

ラ
シ
ム

、
訓
練
法

(
一
)
訓
練
種
類

ω
生
活
訓
練

口
学
科
訓
練

㈲
術
科

訓
練

(
規
律
訓
練
、
鉱
山
用
品
取
扱

訓
練
、
作
業
訓
練
、
入
坑
準
備
訓
練
)

口
坑
内
見
学

(
二
)
各
訓
練
法

ω
生
活
訓
練

毎
夜
食
後
約

一
時
間
班
長

(
通
課
)

ヲ
通
ジ
テ
学
科
訓
練
訓
練
所
内

二
於

ケ
ル
起
居
容
儀

二
関

ス
ル
事
項
其
他
修
養
上

二
関
ス
ル
話
等
ヲ
適
宜

二
行

フ

(寮
長
、
労
礦
務
係
員
其
ノ
指
導

二
当
ル
)

◎
学
科
訓
練

学
科
ヲ
分
チ
テ
左
ノ
如
ク
二
シ
各
専
門
係
員

(労
礦
務
係
員
其
ノ
指
導

二

当
ル
)
指
導

二
当
ル

言
葉
ノ
練
習
、
諸
規
則
、
保
安

二
関
ス
ル
件
、
健
康
保
険

二
関

ス
ル
件
、

賃
金
支
払

二
関
ス
ル
件
、
坑
内
入
出
坑

二
関
ス
ル
諸
事
項
、
物
品
配
給

二

関
ス
ル
事
項
其
他

の
術
科
訓
練

①
規
律
訓
練

体
操
、
教
練

ヲ
以
テ
規
律
的
訓
練

ヲ
徹
底
セ
シ
メ
専
任
指
導
員

(労
務

係
)
ト
シ
テ

一
名
之

二
当

ツ

②
鉱
山
用
品
取
扱
ヒ
訓
練

礦
山

二
於
テ
直
接
取
扱

フ
工
具

二
ッ
イ
テ
ノ
説
明

ヲ
与

へ
並

二
其
ノ
取

扱
ヒ
法
ヲ
指
導
シ
テ
訓
練
セ
シ
ム

(
礦
務
係
員

一
名
之

二
当

ツ
)

③
作
業
訓
練

研
山
、
坑
外
現
場
ノ
整
理
整
頓
其
他
礦
業

部
内
ノ
適
宜
ナ
ル
作
業

ヲ
行

ハ
シ
メ
以
テ
作
業
ノ
基
本
的
訓
練

二
熟
達
セ
シ
メ
且
ッ
工
具

ノ
使
用

二

慣

レ
シ
ム

(労
務
係
之

二
当
ル
)

④
入
坑
準
備
訓
練

着
到
、
捜
検
、
安
全
燈
受
授
、
入
坑
迄
ノ
訓
練
ヲ
徹
底
習
得
セ
シ
ム

(安
全
燈
係
労
務
係
之

二
当

ル
)

⇔
坑
内
見
学

入
坑
準
備
訓
練
完
成
後
各
班

ヲ
シ
テ
割
当
現
場

ヲ
見
学
セ
シ
ム

一鵬一



、
注
意
事
項

(
略

)

訓
練
日
課

午
前
ノ
部

(
一
)
起
床

(午
前
四
時
半
)

(
二
)
朝
食

(同

五
時
)

(
三
)
更
衣

(作
業
服
)
捜
検

(
四
)
体
操
教
練

(自
午
前
七
時
至
九
時

)

(五
)
鉱
山
用
品
取
扱
ヒ
訓
練
及
作
業

(
自
午
前
九
時
十
分
至
十

一
時
半
)

(六
)
昼
食

(休
憩
)

(自
午
前
十

一
時

半
至
十
二
時
)

午
后
ノ
部

(
一
)
入
坑
準
備
訓
練

(
二
)
坑
内
見
学

(
三
)
点
呼
整
列
シ
テ
帰
所
セ
シ
ム

(
四
)
夕
食

(
五
)
学
科

(自
午
后
七
時
至
八
時
)

(六
)
就
床

(午
后
九
時
)

(附
)

雨
天
ノ
際

ノ
訓
練

雨
天
ノ
際

ハ
体
操
教
練

(室
内

二
テ
)
学
科
入
坑
準
備
訓
練
及
ビ
坑
内
見
学
其
他

適
当

ノ
処
置
ヲ
取
リ
訓
練
指
導
ヲ
有
効
ナ
ラ
シ
ム

公
休
日

公
休
日

ハ
午
前

ハ
室
内
外
ノ
大
掃
除
午
后

ハ
坑
外
見
学
、
遠
足
又

ハ
修
養
座
談
会

等
適
宜

二
之

ヲ
行
フ

(
二
)
坑
内
訓
練

一
、
坑
内
訓
練
実
施
日

坑
外
訓
練
終
了
翌
日
ヨ
リ
直
接
現
場

二
於
テ
作
業
訓
練
ヲ
ナ
ス

一
、
現
場
ノ
選
定

訓
練
期
間
中

(
三
ケ
月
)

ハ
簡
単
ナ
ル
現
場

(例

ヘ
バ
掘
進
切
羽

ノ
如
キ
)
ヲ

選
ビ
作
業
訓
練

二
当
ラ
シ
ム

一
、
作
業
制
度

受
負
制
度
ト
シ
訓
練
期
間
中

ハ
採
炭
仕
繰

二
ハ
使
用
セ
ヌ
コ
ト
ヲ
原
則
ト
ナ
ス

一
、
人
員
編
成

坑
内
各
区
域
ノ
切
羽

二
分
譲
シ
各

一
、
二
番
方
共
先
山
ヲ
指
導
員
ト
シ
テ

一
人

当
配
当

ス

一
、
山
神
社

二
対

ス
ル
礼
拝
、
入
出
坑
ノ
神
様

二
対

ス
ル
礼
拝

ヲ
厳
守
セ
シ
ム
ル

コ
ト

一
、
入
坑

二
先
立
チ
先
山

(指
導
員
)

ハ
訓
練
所

二
於
テ
己
ガ
班
員
ノ
捜
検

ヲ
責

任

ヲ
以
テ
行
ヒ
後
引
率
シ
テ
着
到
場

二
至
リ
テ
全
員
厳
重
ナ
ル
捜
検

ヲ
受
ケ
然

ル
後
班
員
ト
同
時

二
入
坑
セ
シ
ム
尚
坑
内

二
於
テ
ハ
臨
時
捜
検

ヲ
行

フ

一
、

一
ケ
月

二
二
回
礦
務
係
長
、
主
席
、
安
全
係
全
員

二
テ
訓
練
所

ヲ
訪

レ
テ
半

島
礦
員

ト
親
シ
ク
接
シ
テ
指
導

二
当
ル

一
、
坑
内
各
詰
所

二
於
テ
工
具
ノ
置
場
ヲ
設
ケ
整
理
セ
シ
ム

一
、
切
羽
附
近

二
特

二
便
所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

一
、
坑
内

二
於
テ
ハ
特

二
礼
儀
、
命
令
ヲ
厳
守
セ
シ
ム
ル
様

二
指
導

ス
ル
コ
ト
」

右

の
資
料
中
に
出
て
来
る
訓
練
所
と
は
朝
鮮
人
寮
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
人
労
働

者
た
ち
は
到
着
の
翌
日
よ
り

一
週
間
坑
外
訓
練
を
受
け
、
作
業
上
必
要
な
知
識
や
生

活
指
導
を
授
け
ら
れ
、
ま
た
坑
内
見
学
を
さ
せ
ら
れ
た
あ
と
、
先
山

の
指
導
員
の
監

「……一



督
の
下
で
三
ヵ
月
間
坑
内
切
羽
で
の
実
習
訓
練
を
受
け
た
。
そ
れ
が
早
朝
よ
り
夕
食

後
ま
で
び

っ
し
り
と
日
程
の
組
ま
れ
た
厳
し
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が

「訓
練
日
課
」

よ
り
う
か
が
わ
れ
る
。
前
出
の
上
歌
志
内
炭
礦

親
和
寮
の

「
半
島
員
現
場
別
名
簿
」

に
よ
れ
ば
、
指
導
員

一
人
に
つ
い
た
朝
鮮
人
労
働
者
は
最
少
二
人
、
最
多
五
人

で
、

平
均
で
は
三
・
七
人
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
員
に
は
出
身
面
を
同
じ
く
す
る
者

が

つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
。

こ
の
訓
練
に
当
り
会
社
側
が
重
視
し
た
指
導
上
の
要
点
は
、

「
移
住
朝
鮮
人
労
働

者

二
関
ス
ル
調
査
概
要
」
に
か
な
り
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
の

記
述
は

「
半
島
人
労
務
者
ノ
指
導
訓
育
調
査
」
と
か
な
り
の
部
分
重
複
し
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
前
掲

『半
島
人
労
務
者

二
関
ス
ル

調
査
報
告
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
、

「精
神
指
導
」

(誓
詞
の
朗
読
や
君
が
代

の
奉
唱
、
訓
話
な
ど
を
内
容
と
す
る
)
や
規
律
強
化
、
会
社
側
か
ら
み
て
の
生
活
改

善
に
そ
れ
が
偏
し
て
い
た
こ
と
、
後
者
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
次
の
よ
う
な
記
述

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

「
㈱
物
資
的
方
面

一
、
物
資
ノ
欠
乏

二
伴

ッ
テ
不
平
不
満

ヲ
漏
ラ
シ
是
ヲ
非
難
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
之

等

二
対
シ
テ
ハ
其
ノ
基
因

ヲ
説
明
シ
テ
十
分

二
理
解
セ
シ
メ
同
時

二
物
資
節

約

二
就
テ
実
施

ス
ル
コ
ト
ヲ
認
識
セ
シ
メ
タ
リ

二
、
無
駄
排
除
ヲ
励
行
シ
送
金
又

ハ
貯
金

ヲ
奨
励
シ
テ
毎
月
ノ
小
遣

ハ
最
小
限

度

二
止
メ
シ
ム
ル
様
努
力

シ
ツ
ツ
ア
リ

三
、
配
給
品
ノ
時
間

ヲ
制
限

シ
テ
購
買
店

二
係
員
出
張
シ
テ
物
品
ヲ
制
限
シ
テ

配
給
シ
統
制
ヲ
取
リ
居

レ
リ

(
へ
)
其
ノ
他

一
、
公
私
傷
者

ハ
成

ル
可
ク
出
稼

ヲ
勧

メ
現
場
ト
連
絡

ヲ
取
リ
軽
度
ノ
仕
事

二

従
事
セ
シ
メ
休
業

ヲ
極
力
避
ケ
居
レ
リ

二
、
既
起
事
件
又

ハ
能
率
不
振

二
鑑
ミ
其

ノ
基
因

ス
ル
処
主
ト
シ
テ
言
葉
ノ
通

ゼ
ザ
ル
コ
ト
二
ヨ
ル
モ
ノ
多
キ
ヲ
以

テ
学
科

モ
主
ト
シ
テ
国
語

二
主
力
ヲ
置

キ
テ
指
導

シ
ツ
ツ
ア
リ

三
、
訓
練
所

(寮
)
二
於
テ
ハ
出
稼
統
計
グ

ラ
フ
、
稼
働

日
報
、
寮
日
誌
等
ノ

票
簿
類
ヲ
作
製

シ
テ
日
々
出
稼
統
計
寮
員

ノ
状
況

ヲ
知
リ
以
テ
指
導
上
ノ
資

料

二
供
シ
居
レ
リ
」

郷
里
と
は
気
候
風
土

の
全
く
異
な
る
北
海
道

の
山
中
に
移
住
し
、
慣
れ
ぬ
地
下
労

働
に
従
事
し
、
し
か
も
右

の
よ
う
な
厳
重
な
監
視
下

で
厳
し
い
訓
練
を
受
け
さ
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
中
か
ら
逃
亡
者
や
何
ら
か
の
口
実
を
設
け
て
退
山
し

よ
う
と
す
る
者
が
多
数
出
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。

一
九
四
〇
年
七
月
末
ま
で
の
人

数
の
動
向
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
同
年
十

一
月
十
六

日
付

の
全
羅
南
道
警
察
部

㈲

高
等
課
係
宛
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
年
十
月
末
現
在
、
上
歌
志
内
炭
礦

で
は
移
住
総

数
二
五
七
名
の
内
、
事
故
死
亡
三
名
、
逃
走
未
発
見
二
七
名
、
送
還
五
名
、
疾
病
解

雇
八
名
が
失
わ
れ
、
在
籍
者
は
二

一
四
名
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
労
働
移

動
に
対
し
て
は
会
社
側
は
必
ず
し
も
深
刻
な
認
識
を
示
し
て
い
な
い
。

「
1
逃
亡
及
転
出
ノ
状
況

逃
亡
セ
シ
モ
ノ
ハ
現
在

マ
デ
一二
七
名

ア
リ
転
出

セ
シ
モ
ノ
ハ
一
名
モ
ナ
シ

2
事
故
帰
郷
ノ
状
況

家
族
ノ
病
気
又

ハ
死
亡

ノ
理
由

ノ
タ
メ
帰
郷
シ
居
ル
モ
ノ
三
六
名

二
及
ベ
リ

3
内
地
人
労
働
者
ト
ノ
比
較

内
地
人
労
働
者
ノ
移
動

ハ
坑
内
外
合

セ
テ
毎
月
平
均
六
十
名
許
ア
ル
モ
半
島
人

礦
員

ハ
移
動
ナ
シ
」

右
の
減
員
数
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
が
、
労
働
力
不
足
の
下
で
移
動
率
を
向
上

「餅「



さ
せ
た
日
本
人
と
比

べ
て
移
動
は
少
な
い
と
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
郷
里
の
家
族

の
病
気
や
死
亡
を
理
由
と
す
る

一
時
帰
鮮
は
、

こ
の
時
期
逃
亡
の
重
要
な
手
段

で
あ

っ
た
。

逃
亡
者
に
対
し
て
は
警
察
と
の
連
絡

の
下

に
厳
し
い
追
跡
が
な
さ
れ
た
。
次
の
文

書
は
、
逃
亡
者
の
所
在
調
査
に
要
し
た
費
用
を
全

て
会
社
側
が
負
担
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

「-上
歌
半
島
磯
員
逃
走

二
関
シ
幌
加
内
村
字

朱
鞠
内
方
面
ノ
調
査
連
戻
ノ
タ
メ
親

和
寮
岡
係
員
同
伴
調
査

ノ
結
果
連
戻
シ
能

ハ
ザ
ル
モ
旅
費
左
記
ノ
通
リ
警
察
署
ノ

規
定

二
ヨ
リ
支
給
致
度
此
段
及
経
伺
候
也

記

一
金
拾
四
円
八
拾
銭
也

内

訳

(別
紙
請
求
書

ノ
通
リ
)

イ
旅
費

ロ
日
当

期
間

連
戻
地

受
給
者

汽

車

賃

歌
志
内
⊥
木
鞠
内
往
復
@
¥
四
、
六
五
¥
五
、
九
〇

車
馬
賃

日

当

宿

泊

計

一
里

二
付
四
〇
銭

四
里

二
日
分

@

一
円
九
〇

一
夜
分

@
三
円
五
〇

¥

一
四

、

八
〇

昭
和
十
七
年
六
月
十
三
日

〃

六
月
十
四
日

二
日
間

幌
加
内
村
字
朱
鞠
内
方
面

上
歌
志
内
砿
巡
査
派
出
所

αの

巡
査

篠
原
善
五
郎
」

¥

一
、
六
〇

¥
三
円
八
〇

¥
三
円
五
〇

但
シ
二
等
運
賃

ノ
六
割
三
分

そ
し
て
、

「逃
亡
ノ
場
合

二
於

テ
ハ
捕

へ
来

リ
テ
后
当
分
土
工
部
屋

二
入
レ
ル
コ

働

ト
ト
ス
」
い
う
よ
う
に
、
連
れ
戻
さ
れ
た
逃
亡
者
は
炭
鉱
周
辺
に
存
在
し
た
土
工
部

屋

(
い
わ
ゆ
る

「
タ
コ
部
屋
」
)
に
収
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
逃
亡
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
の
は
炭
鉱
の
食
事

へ
の
不
満
だ
っ

た
と
通
常
い
わ
れ
て
い
る
。
新
歌
志
内
礦

の

「
半
島
礦
員

就
業
日
報
」
よ
り
寮
の
二

週
間
分
の
食
事
の
献
立
を
抜
き
出
す
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

一
九

四
〇
年

三
月

二
七

日
㈱

二
八
日
㈱

三
〇
日
出

朝

馬
鈴
薯
味
噌
汁

漬
物

大
根
味
噌
汁

漬
物

若
芽
味
噌
汁

漬
物

三

一
日
㈲

同
右

四
月

一
日
㈲

二
日
㈹

三
日
㈱

大
根
味
噌
汁

漬
物

馬
鈴
薯
味
噌
汁

漬
物

大
根
味
噌
汁

漬
物

昼
福
神
漬

漬
物

福
神
漬

メ
ン
タ
イ
煮
付

メ
ン
タ
イ
煮
付

漬
物

大
根
味
噌
汁

漬
物

メ
ン
タ
イ
煮
付

漬
物

天
婦
羅

漬
物

天
婦
羅

福
神
漬

タ

ホ

ッ
キ
煮
付

、
大
根
味
噌
汁

漬
物

カ

レ
煮
付

、
薯
茎
味
噌
汁

漬
物

同
右

ト
ー
フ
正
油
汁

、

メ
ン
タ
イ
煮
付

、
漬
物

ホ

ッ
キ
煮
付

、

馬
鈴
薯
味
噌
汁

天
婦
羅

、
大
根
切
干
味
噌
汁

漬
物

メ
ン
タ

イ
煮
付

、

薯
茎
味
噌
汁

、
漬
物

魚
や
天
婦
羅
が
た
ま
に
出
る
ほ
か
は
、
味
噌
汁
や
漬
物
で
米
飯
を
か
き
込
む
と
い

う
食
事
内
容
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
炭
鉱
で
の
重
労
働
を
考
え
れ
ば
貧
弱
と
し
か

い
い
よ
う
の
な
い
こ
う
し
た
食
事
内
容
は
当
然
能
率
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
寮
で
の
食
事
が
こ
う
し
た
も
の
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
理
由
は
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
る
が
、
炊
事
人
に
よ
る
食
糧
の
着
服
が
そ
の

一
因
だ

っ
た
こ
と
が
、

一
九

㈲

四

一
年
七
月
二

一
日
付

「
親
和
寮
炊
事
人
取
扱

二
関
ス
ル
件
」
よ
り
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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一
九
四
〇
年

玉
菜
味
噌
汁

七
月
三

一
日
㈱

漬
物

八
月

日
㈱

若
芽
味
噌
汁

漬
物

二
日
團

同
右

三
日
出

同
右

四
日
㈲

玉
菜
味
噌
汁

胡
瓜
漬
物

五
日
㈲

同
右

六
日
㈹

玉
葱
味
噌
汁

漬
物

切
鳥
賊
佃
煮

漬
物

茄
子
玉
菜
味
噌
汁

漬
物

新
巻
、
福
神
漬

胡
瓜
味
噌
汁

漬
物

漬
物

新
巻

漬
物

海
老
佃
煮

胡
瓜
漬
物

新
巻

福
神
漬

若
芽
味
噌
汁

大
根
漬
物

海
老
佃
煮

漬
物

鯖
煮
付
、
玉
菜
味
噌
汁

漬
物

玉
菜
味
噌
汁

胡
瓜
漬
物

蝶
煮
付
、
玉
菜
味
噌
汁

胡
瓜
漬
物

豆
腐
味
噌
汁

胡
瓜
漬
物

鰯
煮
付
、
玉
菜
味
噌
汁

漬
物

「
親
和
寮
炊
事
人

ハ
従
来
請
負
人
A

(
半
島
人
)

ヲ
シ
テ
請
負

ハ
シ
メ
使
用
人

(男
三
人
女
三
人
全
部
半
島
人
)

ハ
請
負
人

二
於
テ
使
用
セ
シ
メ
居
タ

ル
モ
今
般

A

二
不
都
合

ノ
行
為
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
請
負

ヲ
解
除
シ
之
ガ
代
リ
ト
シ
テ
爾
今
炊

事
人
及
使
用
人

ハ
会
社
直
轄
ト
シ
且
内
地
人

ヲ
使
用
シ
之
ガ
取
扱

二
ッ
キ
テ
ハ
左

記
二
依

ル
コ
ト

・
致
度

(後
略
)
」

請
負
人
A
が
お
そ
ら
く
食
糧
を
着
服
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
う
し
た
事
態

を
防
ぐ
た
め
会
社
側
は
炊
事
人
を
会
社
直
轄
に
す
る
と
い
う
措
置
を
取

っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
措
置
に
よ
り
以
後
食
糧

の
不
正
な
着
服
が
防
止
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
。

朝
鮮
人
労
働
者
を
炭
鉱
に
定
着
さ
せ
る
た
あ
さ
ま
ざ
ま
な
慰
安
娯
楽
施
設
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
が
、

「半
島
人
労
務
者
ノ
指
導
訓
育
調
査
」
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、

「移
住
朝
鮮
人
労
働
者

二
関

ス
ル
調
査
概
要
」
で
は
慰
安
娯
楽
施
設
に
関
す

る
何
ら
の
言
及
も
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
の
も
の
だ

っ
た
か
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
た
だ
前
者
の
中
で
、

「
最
近
半
島
人
専
用
ノ
料
亭
ガ
郊
外

二
開
カ
レ
タ

ル
タ
メ
切
符
制
度
ヲ
以
テ
之
ヲ
利
用
セ
シ
メ
ッ
・
ア
リ
」
と
、
性
問
題

へ
の
い
ち
早

い
対
策
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
を
要
す
る
。

③

朝
鮮
人
労
働
者
に
対
す
る
会
社
側
の
評
価

労
働
力
不
足
を
補
う
べ
く
大
量
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
朝
鮮
人
労
働
者
に
対
す
る
会

社
側
の
評
価
は
き
わ
あ
て
厳
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

「移
住
朝
鮮
人
労
働
者

二
関
ス

ル
調
査
概
要
」
で
は
、
自
ら
が
行

っ
た
前
述
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
大
き
な

成
果
を
あ
げ
た
と
次
の
よ
う
に
自
賛
さ
れ
て
い
る
。

「
訓
練
成
績

一
、
誓
詞

ハ
全
員
暗
記
シ
行
事
度
毎

二
之

ヲ
斉
唱
セ
シ
メ
皇
国
臣
タ
ル
コ
ト
ヲ
誇

ト
シ
得
意
然
ト
朗
唱
ス

二
、
国
歌

ハ
奉
唱
セ
ザ
ル
モ
ノ

一
名

モ
ナ
ク
得
意
然

ト
シ
テ
奉
唱
ス
ル
モ
濁
音
ノ

出
来
ザ
ル
タ
メ
カ
調
子
合

ハ
ズ
殊

二
内
地
人
ト
共

二
奉
唱
ス
ル
場
合
甚
シ
ク
リ
ズ

ム
ヲ
異

ニ
ス
、
行
進
曲

ハ
自
由

二
覚

へ
中

二
ハ
堪
能
ナ
ル
モ
ノ
モ
ア
リ

三
、
概

シ
テ
崇
敬
ノ
念
強
ク
皇
室
、
神
仏

二
対
シ
テ
ハ
礼
儀
正

シ
ク
礼
拝
ヲ
忘
レ

ズ
、
尚
ホ
長
上

二
対

ス
ル
礼
儀

ハ
坑
内
外
共
寧

ロ
内
地
人
礦
員

ヨ
リ
モ
親

シ
ミ

ア
ツ
テ
敬
意
ヲ
忘

レ
ズ
敬
礼
ヲ
ヨ
ク
ス
、
時
局

二
対

ス
ル
認
識

モ
稻
々
自
覚

シ

来

レ
リ
、

一
般
的

二
漸
次
内
地
人
ノ
様

二
通
ズ
ル
二
連

レ
テ
明
朗
ト
ナ
ル
傾
向

ニ
ア
リ

四
、
当
初

ハ
内
地
語
ヲ
解
ス
ル
者
良
好
ノ
如
ク
思

ハ
レ
タ
ル
モ
漸
次
慣

ル
ル
二
及
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ビ
テ
国
語

二
通
ゼ
ザ
ル
者

二
成
績
優
秀

ナ
ル
者
多
シ

五
、
国
民
性

ノ
相
異
ヨ
リ
日
本
精
神
ノ
表
現

ハ
未
ダ
認
メ
得
ザ
ル
処

ハ
止

ム
ヲ
得

ザ
ル
モ
従
順
ナ
ル
点
ト

一
度
信
用
ス
レ
バ
ヨ
ク
命

二
従
ヒ
特

二
奉
仕
作
業

二
於

テ
ハ
卒
先
従
事

ス
ル
者
多
ク
ナ
リ
之

ハ
誠

二
頼
モ
シ
ク
思

ハ
ル

六
、
規
律
訓
練

ハ
最
モ
之

ヲ
厳

二
シ
其
ノ
都
度
係
員
ヨ
リ
之
ヲ
注
意

セ
シ
メ
タ
ル

結
果
長
上

二
対

ス
ル
礼
儀
、
着
装
、
時
間
励
行

ハ
ヨ
ク
厳
守

ス
ル
二
至
レ
リ

七
、
当
初

ハ
賃
金
又

ハ
作
業
場
ノ
不
満
ア
リ
シ
モ
漸
次
不
満
モ
立
消

工
清
潔
作
業

及
奉
仕
作
業

モ
義
務
的

二
励
行
セ
シ
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
日
々
ノ
行
事
ト
心
得
、
比

較
的
清
潔

二
行

フ
習
慣
性

ヲ
養
成
セ
リ

八
、

一
般

二
清
潔

ヲ
好

ム
反
面
掃
除
ヲ
嫌

フ
風
ア
ル
モ
室
内
掃
除
、
整
理
、
整
頓
、

器
物

ノ
洗
濃
、
衣
類

ノ
洗
濯
等

ハ
厳
格

二
励
行
セ
シ
メ
タ
ル
結
果
概
ネ
良
好
ナ

ル
成
績

ヲ
示
セ
リ

九
、
被
服
ノ
洗
濯
、
入
浴

ハ
概
シ
テ
行
届
キ
居
ル
モ
ノ
ト
認
ム

十
、
過
食

モ
再
三
注
意

ノ
結
果
当
初

一
日

二
一
升
宛
食
セ
シ
ガ
漸
次
減
少
セ
シ
メ

テ
目
下
平
均

一
日
七
合
七
勺
強

二
減
ジ

タ
リ

十

一
、
睡
眠
時
間

ヲ
厳
守

セ
シ
メ
タ
ル
結
果
静
粛

二
寝

ル
習
慣
ト
ナ
リ
タ
リ

十
二
、
火
気

ノ
取
扱

ハ
当
初
不
始
末

ニ
テ
係
員

二
於
テ
積
極
的

二
厳
重

二
取
締
リ

ヲ
ナ
セ
ル
結
果
取
扱

ヒ
、
後
始
末

二
留
意

ス
ル
二
至
レ
リ

十
三
、

一
般

二
貯
蓄
心
強
ク
無
駄
遣

ヒ
ヲ
戒

メ
ン
タ
メ
送
金
貯
蓄
額
等

ヲ
調
査
シ

其
等

ヲ
差
引
キ
十
円
以
上

ノ
小
遣

ヒ
バ
持
参

セ
シ
メ
ザ
ル
様
規
定
ト
ナ
セ
シ
二

何
等
不
平
モ
ナ
ク
反

ツ
テ
喜
ビ
居
ル
状
況

ナ
リ

十
四
、
配
給
所
通
帳
使
用
金
額

ハ
各
自
金
十

円
迄
ト
シ
高
価
ナ
ル
モ
ノ
二
テ
必
要

品
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
寮
長

二
テ
取
纒

メ
購

入
ノ
斡
旋

ヲ
ナ
ス
コ
ト

・
セ
ル
モ
満

足
シ
テ
之

二
従
ヒ
成
績
良
好
ナ
リ

十
五
、
内
地
人
ト
ノ
間

ノ
喧
嘩
口
論
モ
時
々
ア
リ
タ
ル
モ
互

二
笑
ッ
テ
別
レ
ル
程

度
ノ
モ
ノ
多
ク
此

ノ
点
内
地
人
ノ
理
解
ト
相
挨

ッ
テ
半
島
人

ノ
覚
悟
宜
シ
キ
モ

ノ
ト
認
ム
、
同
僚

二
於
テ
モ
同
様
ナ
リ

十
六
、

一
般
二
動
作
モ
漸
次
敏
活
ト
ナ
リ
タ
リ
」

こ
こ
で
は
、
訓
練
に
込
め
た
狙
い
を
ほ
ぼ
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
会
社
側
が

考
え
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
会
社
内
部
で
の
検
討

の
結
果
を
踏
ま
え
て

作
成
さ
れ
た
、

「秘
」
の
印
が
あ
り
昭
和
十
五
年
五
月
七
日
と
書
き
込
み
さ
れ
た

⑳

「労
務
管
理
上
半
島
人
移
入
員
数
限
度

二
関
ス
ル
考
察
」
な
る
文
書

で
は
、
右
と
は

全
く
異
な

っ
た
き
わ
め
て
厳
し
い
認
識
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
全
文
を
左
に
掲
げ

る
こ
と
に
す
る
。

「
一
、
根
本
問
題

ω
情
誼

ヲ
解
セ
ズ

大
乗
的
見
地

ヨ
リ
ス
レ
バ
内
鮮
融
和
ノ
精
神

二
則
リ
之

ヲ
抱
擁

ス
ル
ノ
寛
容

ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
然
レ
ド
モ
既

二
移
入
シ
タ
ル
半
島
人
管
理
ノ
経
験

(
七
ヶ

月
間
)
二
徴
ス
レ
バ
情
誼
ヲ
解
セ
ズ
、
温
容
ヲ
以
テ
接

ス
レ
バ
却

ッ
テ
組
シ

易
シ
ト
見
テ
増
長
シ
事
ヲ
構

ヘ
テ
徒
ラ
二
紛
争
ヲ
惹
起
セ
ン
ト
ス
ル
傾
向
ア

リ
@
智
能
程
度
ノ
劣
悪

ニ
シ
テ
向
上
心
ヲ
欠
ク

皇
国
臣
民
タ
ル
ノ
意
ヲ
解
セ
ズ
智
能
程
度
極
端

二
低
劣
ナ
ル
為
之
ガ
訓
育

ハ

容
易
ナ
ラ
ズ
従
ツ
テ
技
能
的

二
モ
素
養
ヲ
有
セ
ザ
ル
彼
等
ヲ
シ
テ
速
急

二
所

期
ノ
成
果
ヲ
挙
ゲ
シ
メ
ン
コ
ト

ハ
到
底
望
ミ
難
シ

右
ノ
事
由
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
キ

ハ
之
ガ
訓
育

二
ハ
自
ラ
其
ノ
対
策
ヲ
更
メ
テ
考
究

セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

(即
チ
t
書
き
込
み
)

①
内
鮮
融
和
ノ
大
乗
的
見
地
ヲ
失

ハ
ズ
シ
テ
之
ガ
訓
練

二
ハ
或
ル
程
度
ノ
強
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化
策

ヲ
以
テ
望

ム
コ
ト

②
智
能
程
度
ノ
劣
悪
ナ
ル
為
之
ガ
教
育

二
ハ
相
当
長
期
ノ
時
間
ヲ
与

ヘ
ラ
レ

タ
キ
事

而
シ
テ
前
記
ノ
対
策

ヲ
実
施

ス
レ
二
ハ

①
官
民
協
力
シ
テ
其

ノ
陣
容

ノ
拡
大
強
化

ヲ
必
要
ト
シ

②
然
カ
モ
彼
等
ノ
教
育

ハ
社
会
的
教
育

ノ
必
需
性

ヨ
リ
シ
テ
在
住
半
島
人
ノ

数

二
比
シ
内
地
人
ノ
絶
対
多
数
ナ

ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ベ
シ

ニ
、
住
友
歌
志
内
礦
業

部
ノ
実
情

二
徴

シ
テ
ノ
対
策

昭
和
十
四
年
十
月
第

一
次
半
島
人
移
入

二
先
立
チ
当
部

二
於
テ
ハ
内
鮮
融
和
国

策
産
業
ノ
協
力
者
ヲ
迎

フ
ル
ノ
意
図

ヲ
以
テ
豫
メ
在
住
内
地
人
ノ
自
重
ヲ
促
シ

何
事
モ
時
局
下
ノ
国
策

二
副

フ
所
以
ヲ
以
テ
移
入
半
島
人

二
対
シ
寛
容
ノ
態
度

ヲ
持
ス
ル
ト
共

二
特

二
紛
争
事
件
ノ
導
火
線
ト
ナ
ル
ガ
如
キ
言
行
ヲ
厳

二
慎
ミ

飽
ク
マ
デ
彼
等
ヲ
庇
護
シ
指
導
者
ノ
立
場
ヲ
堅
持

ス
ベ
キ
旨
訓
戒
シ
、
事
実
従

業
員
並

二
家
族
ト
共

二
之
ガ
実
行

二
協
力
セ
リ

然
ル
二
前
記
根
本
問
題

二
モ
禍
ヒ
セ
ラ

レ
テ
其
ノ
後
頻
々
ト
シ
テ
内
地
人
対
半

島
人

ノ
小
競
リ
合

ヒ
或
ヒ
バ
殴
打
事
件

ヲ
惹
起
シ
甚
ダ
シ
キ

ハ
内
地
人

一
名

ヲ

拉
致
シ
テ
袋
敲
キ

二
ス
ル
ノ
椿
事
ヲ
起

シ
タ
ル
タ
メ
今
迄
隠
忍
自
重

シ
ツ
ツ
ア

リ
タ
ル
内
地
従
業
員
ヲ
シ
テ
極
度

二
憤
慨
セ
シ
メ
其
ノ
家
族
並

二
一
般
住
民

ヲ

シ
テ
不
安
ナ
ラ
シ
メ
治
安
維
持
上
危
惧

ノ
念
ヲ
抱
ク
二
至
レ
リ

彼
等

ハ
渡
航
後
既

二
数
ケ
月
ヲ
経
テ
四
囲
ノ
状
況

二
通
ズ
ル
二
従
ヒ
既

二
国
語

ヲ
解

ス
ル
二
モ
不
拘
常

二
紛
争
事
件
ノ
際

ハ
国
語
ヲ
解
セ
ズ
ト
ノ
ロ
実
ノ
モ
ト

二
附
和
雷
同

シ
多
数

ヲ
頼

ン
デ
事
件
ヲ
有
耶
無
耶

二
葬
リ
去

ラ
ン
ト
ス
ル
常
套

手
段

二
出
ヅ
ル
ヲ
常
ト
シ
之
ガ
矯
正

ハ
強
力
ナ
ル
国
権
ヲ
以
テ
ス
ル
カ
将
又
内

地
人
多
数

ノ
秩
序
維
持

二
ヨ
ル
外
其
ノ
方
途

ナ
シ
ト
信
ズ
、
即
チ
当
部
労
務
管

理
上

ヨ
リ
考
察

ス
ル
二

第

一
二
半
島
人
ノ
管
理

ハ
従
来
ノ
内
地
同
化
ヲ
第

一
義
ト
ス
ル
方
針

ヲ
改

メ
相

当
長
期
間

(少
ク
ト
モ

一
ケ
年
間
)
厳
格
ナ
ル
軍
隊
式
訓
練

ヲ
ナ
シ
彼
等
ガ
真

二
服
従

ス
ル
ノ
真
意
ヲ
確
メ
テ
後
、
所
謂
恩
威
並
行
ノ
方
針

二
依
リ
内
地
同
化

ヲ
企
図

ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
二
二
炭
礦
秩
序
維
持

二
基
ク
彼
等
ノ
社
会
教
育

二
ハ
内
地
人

二
対

ス
ル
半
島

人
三
割
ノ
比
率

ハ
最
高
限

二
シ
テ
若
シ
此
ノ
限
度
ヲ
超

エ
テ
半
島
人
移
入

ヲ
多

ク
ス
ル
ト
キ

ハ
忽
チ
均
衡
ヲ
破
リ
前
述
ノ
事
例

二
徴
シ
内
地
人
ノ
逃
避

ヲ
続
発

シ
遂

二
秩
序
維
持
ヲ
困
難
ナ
ラ
シ
ム
ル
虞

ア
リ

要
之
在
磧
内
地
人
ノ
増
加

二
伴
ッ
テ
半
島
人

ヲ
漸
進
的

二
移
入
シ
ツ
ツ
之

ヲ
教
育

ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
所
期

ノ
増
産
計
画
モ
遂

二
画
餅

二
帰
ス
ベ
シ
」

日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
結
果
と
し
て
の
朝
鮮

の
教
育
水
準
の
低
さ
、
そ
し
て

無
教
育
者
を
選
好
し
た
自
ら
の
募
集
政
策
を
棚
に
上
げ
て
朝
鮮
人
労
働
者
の

「
智
能

程
度
」
の
低
さ
を
非
難
し
、
文
化
の
異
な
る
彼
ら
を

「情
誼

ヲ
解

セ
ズ
」
と
罵
倒
す

る
な
ど
、
右
の
文
書
に
は
抜
き
難
い
民
族
差
別
感
情
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
そ
れ

に
し
て
も
、
異
文
化
の
労
働
者
を
大
量
に
導
入
し
た
会
社
側
が
、
現
場

で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
摩
擦
や
混
乱
に
い
か
に
苦
慮
し
て
い
た
か
を
右
の
文
書
は
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
へ
の
会
社
側
の
対
策
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
軍
隊
式
訓
練

と
そ
の
人
数
の
全
体
の
三
割

へ
の
制
限
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
人
数
を
制
限
す
る
と
い
う
方
針
は
、

一
九
四
〇
年
度

の
募
集
に

現
実
化
さ
れ
た
。
同
年
七
月
二
一二
日
付
の
北
海
道
庁
長
官
宛
の
次
の
文
書
が
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。

「
朝
鮮
人
労
務
者
移
入
数

二
就
テ
ハ
技
術
上
並

二
作
業
現
場
ノ
条
件
及
労
務
管
理
上

等

ヨ
リ
ミ
テ
其
ノ
数

一二

定
限
度
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
二
シ
テ
当
礦
業

部

二
於
テ

一m「



ハ
大
体
内
地
人
対
朝
鮮
人
比
率

ハ
三
割
ヲ
限
度
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

而
シ
テ
現
在
在
籍
内
地
人
並

二
朝
鮮
人
労
働
者
数

ハ
左
記
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
本
年
度

二
於
テ
ハ
今
回
募
集
願
出
三
百
人

ヲ
以
テ
最
高
限
度
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
七
月
八
日
附

岩
職
第
七
九
号

二
依
リ
岩
見
澤
職
業
紹
介
所
長
ヨ
リ
七
百
五
十
名
ノ
割
当
ヲ
受
ケ

タ
ル
モ
三
百
名
ヲ
願
出
タ
ル
次
第
ナ
リ

(
後
略
)
」

す
な
わ
ち
、
歌
志
内
礦
業

部
は
、
許
可
さ
れ
た
募
集
割
当
を
人
数
制
限
の
立
場
よ

り
返
上
し
た
の
で
あ
る
。

簡

そ
の
後
の
会
社
側
の
対
応

朝
鮮
人
労
働
者
数
を
全
体
の
三
割
に
制
限
す
る
と
い
う
右
の
方
針
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
後
、
労
働
力
不
足
の
激
化
に
伴
い
朝
鮮
人
労
働
者
数
は
増
加
の

一
途
を
た

ど

っ
た
。

一
九
四
三
年
六
月
末
に
は
、
同
礦
業

部
の
朝
鮮
人
労
働
者
は

一
四
二
一二
名

に
の
ぼ

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
朝
鮮
人
労
働
者
の
増
加
に
伴

っ
て
い
く

つ
か
の
問
題

が
生
じ
た
。

一
九
四
二
年
九
月
二
九
日
付

「
親
和
寮
食
堂
拡
張
並
竃
増
設
ノ
他
U)は
、

受
入
態
勢
が
人
員
の
増
加
に
追
い
付
か
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
痛
を
朝
鮮
人
労
働
者
に

与
え
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

コ

、
食
堂
拡
張

食
堂

一
回
ノ
使
用
人
員

ハ
約

一
〇
〇
名

二
シ
テ
現
在

一
番
方
約

一
四
〇
名
二
番
方

一
二
〇
名

二
テ
食
事
時

ハ
交
代
制
ヲ
採
リ
ッ
・
ア
ル
モ

一
番

方

ハ
午
前
四
時
三
十
分
食
事
開
始
ノ
為

メ
就
寝
時
間
等
考
慮
ス
ル
時
交
代
制

ノ

食
事
開
始

モ
非
常
ナ
困
難
ト
不
自
由
ヲ
感
ジ

ツ
・
ア
ル
現
況
ナ
ル
処
十
月
以
降

本
年
末
迄

二
於

テ
約
二
〇
〇
名
ノ
寮
収
容
人
員
増
加
ノ
予
定

二
付
現
在

ノ
食
堂

二
テ
ハ
狭
溢
ナ
ル
ヲ
以
テ
別
紙
署
図
面

ノ
通
リ
現
在
玄
関
ノ
部
分
二
板
張

一
間

半
ヲ
拡
張
シ
左
記
予
算

二
依
リ
内
部
的
改
造
致
度

記

一
金
壼
百
参
拾
四
円
○
参
銭
也

(後
略
)
」

こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
寮
の
施
設
が
手
狭
に
な
り
食
事
す
ら
満
足
に
で
き
な
い
現

実
が
存
在
し
た
の
で
あ

っ
た
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
増
加
は
、
同
時
に
、
雇
用
基
準
に
満
た
な
い
炭
鉱
労
働
不
適
格

者
の
流
入
を
も
引
き
起
こ
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
の
文
書
綴
に
は
、
次
の

よ
う
な
文
書
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「

本
籍

全
羅
南
道
長
城
郡
東
化
面
月
山
里

A

当
二
十
二
年

右

ハ
昭
和
十
七
年
十

一
月
四
日
着
山

二
係

ル
モ
ノ
ナ
ル
所
別
紙
事
由
書
記
載
ノ
通

リ
理
由

二
依
リ
本
籍
地
送
還
致
度
之

レ
二
要

ス
ル
旅
費
実
費
左
記
ノ
通
リ
支
給
相

成
度

記

一
金
六
拾
円
四
拾
銭
也

内
繹
別
紙
ノ
通
リ

(略
)

一
、
送
還
予
定
月
日
及
方
法

本
件
御
高
裁
後
警
察
手
続

ヲ
為
シ
可
成
的
速

二
出
発
致
サ
シ
メ
タ
ク
出
来
得
ベ

ク
ン
バ
募
集
其
ノ
他
係
員
半
島
出
張
等
ノ
機
会

ヲ
得
テ
送
還
セ
シ
ム
ル
予
定

二
、
送
還
出
発
日
マ
デ
坑
外

二
於
テ
軽
業

二
従
事
セ
シ
ム

送
還
事
由
書

本
籍

(略
)

氏
名

(略
)

右
者
昭
和
十
七
年
十

一
月
四
日
着
山

二
係
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
身
体
検
査

ノ
結
果
別

「12「



紙
診
断
書

ノ
通
リ
疾
患

ア
リ

テ
労

働

二
堪

ヘ
ザ
ル
モ
ノ
ト
診
定

セ
ラ

レ
重
労
働
ノ
炭
礦

労
務
者
ト

シ
テ

不
適
当
ト
認
メ
ラ
ル
・
モ
ノ
ナ
リ
」

官
斡
旋
方
式

へ
移
行
す
る
な
ど
募
集

が
強
制
度
を
増
す
に

つ
れ
、
炭
鉱
労
働

不
適
格
者

の
移
入
が
増
大
し
た
こ
と
、

そ
う
し
た
者
に
対
し
て
雇
用
基
準
を
守

る
努
力
が

一
九

四
二
年
段
階

で
は

一
応

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
右

の
文
書
よ
り

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

朝
鮮
人
労
働
者

へ
の
依
存
が
増
大
す

る
中
で
、
二
年
間
の
雇
用
契
約
期
間
満

了
後
も
再
契
約

に
よ
り
彼
ら
を
使
用
し

続
け
よ
う
と
す
る
努
力
が
払
わ
れ
た
。

左

は
再
契
約

の
た
め

に
会
社
よ
り
支
給

さ
れ
た
特
別
給
与
金

の
額
を
示
し

て
い

る
。契

約
延
長
者
中

一
時
帰
鮮
を
す
る
者

の
金
額
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
の
は
、

帰
鮮
旅
費
が
彼
ら
に
支
給
さ
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
給
与

に
も
か
か

わ
ら
ず
再
契
約

の
動
向

は
芳
し

い
も

の

特 別 給 与 金 一 覧 表

62円 ×47=2,914円00

37円50×1=37円50(班 長)

25円 ×27=675円00

102円 ×20=2,040円00

153円 ×1==153円00(班 長 五 割 増)

55円 ×2=110円00

132円 ×2=264円00

198円 ×3=594円00(班 長 五 割 増)

¥6,787円50(27)

47名

1名

27名

20名

1名

2名

2名

3名

帰鮮 スルモノ

帰鮮セヌモノ

帰鮮 スルモノ

帰鮮セヌモノ

6ケ 月延長者

1ケ 年延長者

2ケ 年延長者

で
は
な
か
っ
た
。

一
九
四
二
年

一
〇
月
、

=

月
に
契
約
期
間
満
了
を
迎
え
た
上
歌

志
内
炭
礦

の
朝
鮮
人
労
働
者
六
三
名
中
、
再
契
約
に
応
じ
た
者
は
三
二
名
に
止
ま

っ

て
い
た
。
し
か
も
、

「
本
件

(
一
時
帰
鮮
)

二
関
シ
テ
ハ
帰
鮮
渡
航
共

二
引
率
者

ヲ

附

ス
ル
様
警
察
指
示
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
途
中
逃
走
防
止
並

二
所
定
期
間
内

二
帰
山

セ

シ
ム
ル
為
メ
引
率
者
ヲ
附
ス
ル
ノ
要
ア
リ
ト
被
認
候
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
時
帰

鮮
を
利
用
し
て
逃
走
す
る
者
が
少
な
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

注①

同
硬
業
部
は
、
上
歌
志
内
炭
礦

、
歌
志
内
炭
礦

、
新

歌
志

内
炭
礦

を
傘
下
に
擁
し

て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
炭
鉱
の
労
働
者
数

は
、

一
九

三
八
年
六
月
末

現
在
、
八

一
七
名

、
七

一
九

名

、

四
五
〇
名

で
あ

っ
た

(北
海
道
立
労
働
科
学
研
究
所

『
北
海

道
炭
礦

統
計

資
料

集

成

、
労

働
篇
』
、

一
九

五
〇
年

、
九
頁

)
。
本
稿

で
使

用
す

る
資
料

は
、

道
立

図
書

館

が
所

蔵
し

て
い
る

「
住
友
礦
業

歌
志
内
礦
業

所
関
係
資
料
」

一
八
冊

中

の

「
半

島
礦
員

」
関

係

文
書

類

で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め

そ
れ
ら

の
名
称
を
示

し
て
お
く

。

〔
11
〕
労
務

『
半
島
礦
員

文
書
綴
』

(
一
九

四
〇
年
度

)

〔
12
〕

『
半
島
礦
員

関
係
許
可
申
請
外
』

(
同
右

)

〔
13
〕

『
半
島
破
員
募
集
関
係
』

(
同
右

)

〔
14
〕
新
歌
志
内
磧

『
半
島
礦
員

就
業

日
報
』

(
同
右
)

〔
15
〕
上
歌
志
内
磧

『
半
島
関
係
稟
議
及
検
認
』

(
一
九

四
二
年
度

)

な
お
、
冒
頭

の
番
号

は
道
立
図
書
館

の
整
理
番
号

で
あ
り

、
以
下
資
料

は
こ
の
番

号
に
よ
り
示

す

こ
と
に
す

る
。

②

「朝
鮮
人
労
働
者
募
集
費
附
替

ノ
件
」

(
〔
12
〕
所
収

)

③

〔
11
〕
所
収

④

〔
11
〕
所
収
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歌
志
内
礦
業

部
名
入

り
の
用
紙

に
書

か
れ
て
い
る
。

〔
11
〕
所
収

。

〔
11
〕
及
び

〔
12
〕
所
収

。
以
下
特

に
記
さ
な

い
限
り
前
者

に
よ
る
。

「
三
月
九

日
石
炭
鉱
業

会
打
合
事
項
」

(
〔
11
〕
所
収
)

な
お
、

「
半
島
人

労
務
者

ノ
指
導
訓
育
調
査
」

で
は
、
平
均

一
ヶ
月
実
収
入
が
八
四
円

二

九
銭

と
高

め
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

彼
ら

の
職
種

に

つ
い
て
は
、

「
主

ト
シ
テ
掘
進
、
採
炭
、
運
搬

(
充
填
研
)

二
使
役

ス
」

と
さ
れ

て
い
る

(
「
第

一
回
労
務
連
絡
打
合
会
記
録
」

〔
12
〕
所
収
)
。

「
半
島
人
労
務
者

ノ
指
導
訓
育
調
査
」

で
は
、
貯
金

は
月
額
最
高
八
、
九
円
、
最
低
五
円
、

送
金
は
同
最
高
八
〇
円

、
最
低

三
円

と
さ
れ

て
い
る
。

一
九

四
二
年

一
一
月
九

日
付

「
上

歌
親
和
寮
構
内
外
燈
増
設

ノ
件
」

(

〔
15
〕
所
収
)

「
労
務
管
理
上
半
島
人
移

入
人
員
数
限
度

二
関

ス
ル
考
察

」

(
〔
12
〕
所
収

)
付
表

前
掲

「
第

一
回
労
務
連
絡

打
合
会
記
録

」

〔
11
〕
所
収

「
第

二
次
雇
傭
半
島

人
訓
練
指
導
案
」

(
〔
11
〕
所
収
)

〔
12
〕
所
収

一
九

四
二
年
七

月
二
日
付

「
上
歌
巡
査
半
島
礦
員

連

戻

二
関

ス
ル
旅

費
支
給

ノ
件

」

(

〔
15
〕
所
収
)

前
掲

「
第

一
回
労
務
連
絡
打
合
会
記
録
」

〔
15
〕
所
収

〔
11
〕
所
収

〔
13
〕
に
は
、

一
九

四
〇
年
八
月

に
起

こ

っ
た
朝
鮮
人
労
働
者

に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ

に

つ

い
て
の
文
書
も
入

っ
て
い
る
。

〔
12
〕
所
収

前
掲

『
北
海
道
炭
坑
礦

資
料

集
成
Ⅱ
、
労
働
篇
』

一
頁

〔
15
〕

〔
15
〕
の
こ
と

。

一
九

四
二
年

一
一
月

一
六

日
付

「
『
上
歌
』
身
体
検
査
不
合
格
半
島
礦
員

本

籍
地

送
還

二

関

ス
ル
件

」

一
九

四

一
年

一
二
月

「
契
約
期
間
延
長
半
島
礦
員

二
対

ス
ル
特
別
給
与

金
支

給
方

ノ
件
」

(
〔
15
〕
所
収

)

一
九
四
二
年
八
月

二
八

日
付

「
契
約
期
間
満
了
半
島
礦
員

二
対

ス
ル
帰
鮮
旅
費
支
給

二
関

ス
ル
件
」

(
〔
15
〕
所
収

)
に
よ
れ
ば

、
帰
鮮
者

二
五
名

に
対

し
て
総

額

一
〇
二
八
円
、

一

人
平
均
四

一
円
十

二
銭

が
支
給

さ
れ

た
。

収

) 「
11
10
月
契
約
期
間
満

了
者
定
着
状
況

調
」

(
〔
15
〕
所

収
)

一
九
四

一
年

=

月
二
日
付

「
上
歌
契
約
更
新

半
島
礦
員

一
時
帰
鮮

ノ
件
」

(

〔
15
〕
所

付

記
、
本
稿

は
、
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
㈲

に
よ
る
成
果

の

一
部

で
あ

る
。

一
14

一


